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中
国
研
究
集
刊
雲
号
（
総
三
十
五
号
）
平
成
十
六
年
六
月
四
九

l
五
五
頁

新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要

（四）

本
提
要
は
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
四
号
に
掲
載
し
た
「
新

出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
」
士
二
（
三
）
の
続
編
で
あ
る
。
前
回

同
様
、
郭
店
楚
墓
竹
簡
（
郭
店
楚
簡
）
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹

書
（
上
博
楚
簡
）
に
関
す
る
文
献
を
主
対
象
と
し
た
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
三
）
』
（
馬
承
源
主
編
、
上
海

古
籍
出
版
社
、
二
O
O
三
年
十
二
月
、
縦
組
繁
体
字
）

上
博
楚
簡
の
図
版
（
写
真
版
）
と
釈
文
と
を
収
録
し
た
書
の
第

三
分
冊
。
本
巻
に
は
、
『
周
易
』
・
『
中
弓
』
・
『
互
先
』
・
『
彰
祖
』

の
四
篇
を
収
録
し
て
い
る
。
「
図
版
」
と
「
釈
文
考
察
」
と
の
二
部

よ
り
成
る
。

池

田

光

子

黒

田

秀

教

『
周
易
』
の
釈
文
考
察
を
担
当
し
て
い
る
の
は
、
撲
芽
左
氏
で

あ
る
。
五
十
八
簡
か
ら
成
り
、
篇
題
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
『
周
易
』

六
十
四
卦
中
、
三
十
四
卦
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
記
述
方

式
は
、
卦
画
、
卦
名
、
卦
辞
、
交
題
、
交
辞
を
記
し
、
卦
名
の
直

後
と
支
辞
の
終
わ
り
に
赤
黒
二
色
を
用
い
た
六
種
の
符
号
を
打
ち
、

一
卦
の
内
容
が
終
わ
る
と
簡
を
改
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
附

録
と
し
て
、
竹
書
『
周
易
』
、
吊
書
『
周
易
』
、
今
本
『
周
易
』
の

文
字
比
較
表
を
載
せ
て
い
る
。

『
中
（
仲
）
弓
』
の
釈
文
考
察
を
担
当
し
て
い
る
の
は
、
李
朝

遠
氏
で
あ
る
。
二
十
八
簡
及
び
附
簡
一
か
ら
成
り
、
第
十
六
簡
の

背
面
に
、
「
中
弓
」
と
篇
題
が
書
か
れ
て
い
る
。
破
断
し
た
簡
が
多

く
、
断
簡
を
組
み
合
わ
せ
て
一
簡
と
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。
本

篇
は
、
孔
子
と
仲
弓
と
の
問
答
（
仲
弓
の
問
い
に
対
し
て
孔
子
が

答
え
る
）
を
記
し
て
お
り
、
内
容
は
一
部
を
除
き
伝
世
文
献
に
は
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見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

『
五
（
恒
）
先
』
の
釈
文
考
察
を
担
当
し
て
い
る
の
は
、
李
零

氏
で
あ
る
。
十
三
簡
か
ら
成
り
、
第
三
簡
の
背
面
に
、
「
互
先
」
と

篇
題
が
書
か
れ
て
い
る
。
簡
の
状
態
は
概
ね
良
好
で
、
断
簡
は
無

い
。
本
篇
は
道
家
系
文
献
で
、
「
互
（
恒
）
先
」
と
は
「
道
」
の
別

名
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
中
に
「
互
（
恒
）
先
」
を
「
道
」

と
言
い
換
え
て
い
る
箇
所
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。

『
彰
祖
』
の
釈
文
考
察
を
担
当
し
て
い
る
の
は
李
零
氏
で
あ
る
。

八
簡
か
ら
成
り
、
篇
題
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
本
編
は
、
彰
祖
と

伝
世
文
献
に
見
ら
れ
な
い
喬
老
な
る
人
物
と
の
問
答
で
あ
る
。

（
黒
田
秀
教
）

『
上
海
楚
簡
〈
容
成
氏
〉
注
釈
考
証
』
（
出
土
思
想
文
物
与
文
献

研
究
叢
書
（
十
五
）
、
郎
徳
修
著
、
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、
二

O
O

三
年
十
月
、
七
五
五
頁
、
縦
組
繁
体
｛
子
）

上
博
楚
簡
『
容
成
氏
』
に
対
す
る
釈
文
と
注
釈
、
及
び
論
考
。

全
玉
章
と
巻
末
の
参
考
資
料
一
覧
よ
り
成
る
。
『
容
成
氏
』
と
は
『
上

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
つ
乙
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
上
海
楚

簡
の
一
篇
で
、
全
五
十
三
筒
か
ら
な
る
。
古
代
の
王
者
の
系
譜
を

述
べ
た
文
献
で
、
第
五
十
三
簡
の
背
面
に
「
容
成
氏
」
と
篇
題
が

書
か
れ
て
い
る
。

第
一
章
は
「
緒
論
」
と
題
し
、
新
出
土
資
料
に
よ
る
学
術
界
の

変
化
を
述
べ
、
「
楚
簡
学
」
の
樹
立
を
提
言
す
る
。

第
二
章
は
「
〈
容
成
氏
〉
簡
概
略
」
と
題
し
、
上
博
楚
簡
『
容
成

氏
』
の
竹
簡
の
状
態
に
つ
い
て
概
述
す
る
。

第
三
章
は
「
〈
容
成
氏
〉
簡
逐
字
対
釈
分
段
及
句
読
」
と
題
し
、

『
容
成
氏
』
の
釈
読
を
行
う
。
全
三
節
か
ら
成
っ
て
お
り
、
第
一

節
で
は
、
竹
筒
写
真
を
掲
げ
て
そ
の
横
に
隷
定
し
た
文
字
を
示
す
。

第
二
節
で
は
、
同
じ
く
竹
筒
写
真
を
掲
げ
て
そ
の
横
に
隷
定
し
た

文
字
を
示
す
が
、
そ
こ
に
句
読
を
施
し
て
い
る
。
最
後
に
第
三
節

で
は
、
第
二
節
ま
で
の
作
業
を
踏
ま
え
て
、
『
容
成
氏
』
の
釈
文
を

掲
げ
て
い
る
。

第
四
章
は
「
〈
容
成
氏
〉
簡
逐
句
注
釈
」
と
題
し
、
『
容
成
氏
』

に
注
釈
を
施
す
。
一
簡
を
一
節
と
し
、
全
五
十
三
節
か
ら
成
る
。

第
五
章
は
「
考
証
｜
｜
〈
容
成
氏
〉
簡
之
学
術
価
値
」
と
題
し
、

『
容
成
氏
』
の
出
土
音
。
義
に
つ
い
て
を
論
じ
る
。
全
七
節
か
ら
成

る
。
第
二
節
の
『
容
成
氏
』
に
登
場
す
る
人
物
を
纏
め
た
図
表
は
、

そ
の
人
物
が
登
場
す
る
簡
も
示
さ
れ
て
お
り
、
『
容
成
氏
』
に
お
け

る
人
物
の
関
連
を
把
握
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。

第
三
章
の
竹
筒
写
真
は
大
き
く
鮮
明
で
あ
り
、
竹
街
文
字
と
隷

定
文
字
と
を
比
較
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
『
容
成
氏
』
の
注
釈
書
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は
、
『
容
成
氏
』
を
収
録
す
る
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
合
二
』

の
他
に
は
、
平
成
十
六
年
六
月
時
点
で
、
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
。

『
容
成
氏
』
を
研
究
す
る
上
で
、
本
書
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

ろ
う
。

（
黒
田
秀
教
）

『
老
開
《
老
子
》
太
史
健
《
道
徳
経
》
』
（
張
吉
良
著
、
斉
魯
書
社
、

二
O
O
一
年
九
月
、
三
一
六
頁
、
横
組
簡
体
字
）

郭
店
楚
簡
の
三
種
の
『
老
子
』
写
本
（
印
本
・
乙
本
・
丙
本
）

に
対
す
る
釈
文
と
注
解
、
及
び
そ
れ
を
踏
ま
え
た
伝
本
『
老
子
』

の
注
解
。
唐
明
邦
氏
に
よ
る
代
序
と
、
第
一
篇
「
老
聴
《
老
子
》

注
釈
」
と
第
二
篇
「
老
珊
《
老
子
》
増
訂
伝
本
太
史
借
《
道
徳
経
》

注
釈
」
、
及
び
「
論
《
道
徳
経
》
対
老
冊
《
老
子
》
思
想
的
完
備
和

発
展
」
と
題
す
る
政
と
、
附
録
で
あ
る
西
周
、
春
秋
、
戦
国
時
代

の
年
表
か
ら
成
る
。

代
序
は
「
従
老
開
《
老
子
》
到
太
史
健
《
道
徳
経
》
」
と
題
す
る

論
考
に
な
っ
て
お
り
、
郭
店
『
老
子
』
の
作
者
を
「
老
昭
」
と
し
、

そ
し
て
伝
本
『
老
子
』
は
、
『
史
記
』
に
記
さ
れ
る
三
人
の
「
老
子
」

の
一
人
「
太
史
借
」
が
、
老
冊
『
老
子
』
を
増
訂
し
た
も
の
と
し

て
い
る
。

第
一
篇
は
、
郭
店
『
老
子
』
を
文
物
本
（
荊
州
市
博
物
館
編
『
郭

店
楚
墓
竹
筒
』
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
に
従
っ
て
甲
本
・

乙
本
・
丙
本
と
に
分
か
ち
、
今
本
『
老
子
』
の
章
立
て
に
従
っ
て

分
段
す
る
。
そ
し
て
各
段
ご
と
に
、
先
ず
そ
の
該
当
部
に
つ
い
て
、

今
本
『
老
子
』
の
章
番
号
や
そ
こ
で
説
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い

て
解
説
す
る
。
次
い
で
釈
文
を
筒
体
字
で
掲
げ
、
注
釈
を
行
い
、

最
後
に
現
代
中
国
語
訳
を
行
う
。

第
二
篇
は
、
章
次
は
王
弼
本
に
従
い
馬
王
堆
吊
書
本
を
参
考
に

し
て
著
者
が
独
自
に
校
訂
し
た
今
本
『
老
子
』
に
、
注
解
を
施
す
。

各
章
ご
と
に
、
先
ず
そ
の
章
で
説
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
解

説
し
、
次
に
釈
文
を
載
せ
て
注
釈
を
施
す
。
た
だ
し
、
郭
店
『
老

子
』
に
該
当
部
が
存
在
す
る
章
は
、
時
に
釈
文
の
み
を
掲
げ
、
第

一
篇
を
参
照
す
る
よ
う
指
示
す
る
。

本
書
の
郭
店
『
老
子
』
に
対
す
る
注
釈
で
は
、
楚
文
字
の
認
定

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
掲
げ
る
釈
文
も

簡
体
字
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
竹
簡
の
楚
文
字
の
確
認
及
び
文
字

の
釈
定
に
つ
い
て
は
、
別
の
書
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
黒
田
秀
教
）
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『
郭
店
竹
書
老
子
論
考
』
（
李
若
嘩
著
、
斉
魯
書
社
、

二
O
O四
年



二
月
、
四
O
O頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
簡
『
老
子
』
の
校
勘
に
関
す
る
研
究
書
。
上
篇
と
下
篇
、

結
語
及
び
論
文
三
篇
を
載
せ
た
附
篇
、
『
老
子
』
異
文
表
と
参
考
文

献
を
載
せ
た
附
録
か
ら
成
る
。
上
篇
は
「
新
校
勘
論
」
と
題
し
、

第
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
の
全
玉
章
よ
り
成
り
、
下
篇
は
「
異
文

分
析
」
と
題
し
、
第
六
章
か
ら
第
十
二
章
ま
で
の
全
七
章
よ
り
成

る。
上
篇
は
先
ず
第
一
章
で
、
郭
店
『
老
子
』
研
究
の
述
略
を
行
い
、

第
二
章
で
、
王
国
維
の
提
案
し
た
出
土
資
料
研
究
の
手
法
「
二
重

証
拠
法
」
に
つ
い
て
再
考
す
る
。
そ
し
て
第
三
章
及
び
第
四
章
で
、

郭
店
『
老
子
』
を
用
い
て
『
老
子
』
の
成
立
経
緯
を
考
察
し
、
第

五
章
で
小
結
を
述
べ
る
。

下
篇
は
先
ず
第
六
章
で
、
異
文
の
扱
い
に
つ
い
て
概
説
し
、
異

文
に
つ
い
て
五
つ
に
分
類
す
る
。
そ
し
て
第
七
章
で
、
異
体
字
や

古
今
の
字
形
の
違
い
な
ど
の
形
に
関
す
る
異
文
に
つ
い
て
論
じ
、

第
八
章
で
、
仮
借
や
同
義
語
な
ど
の
音
・
義
に
関
す
る
異
文
に
つ

い
て
論
じ
、
第
九
章
で
、
語
義
は
異
な
る
が
思
想
上
は
意
味
を
異

に
し
な
い
異
文
に
つ
い
て
論
じ
、
第
十
章
で
、
句
形
に
関
す
る
異

文
を
論
じ
、
第
十
二
章
で
、
思
想
的
に
意
味
が
異
な
る
異
文
に
つ

い
て
論
じ
、
第
十
二
章
で
小
結
を
述
べ
る
。

本
書
は
、
郭
店
『
老
子
』
に
つ
い
て
思
想
的
に
研
究
し
た
も
の

で
は
な
く
、
出
土
資
料
を
研
究
す
る
際
の
校
勘
に
つ
い
て
、
『
老
子
』

を
採
り
あ
げ
た
と
い
う
性
格
が
強
い
。
そ
の
た
め
郭
店
『
老
子
』

に
限
ら
ず
、
広
く
出
土
資
料
の
研
究
手
法
を
考
え
る
時
に
参
考
に

な
ろ
う
。
ま
た
附
録
に
載
せ
る
「
老
子
異
文
対
照
表
」
は
、
郭
店

『
老
子
』
、
馬
王
堆
白
巾
書
甲
乙
本
『
老
子
』
、
『
道
徳
真
経
指
帰
』
、

河
上
公
本
、
『
老
子
想
爾
注
』
、
王
弼
本
、
侍
実
本
を
、
方
眼
の
マ

ス
一
つ
に
一
字
を
入
れ
る
形
で
並
べ
て
あ
り
、
各
種
『
老
子
』
の

伝
本
ご
と
の
異
同
を
参
照
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。

（
黒
田
秀
教
）

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
思
想
研
究
』
（
了
四
新
著
、
東
方
出
版
社
、

0
0年
十
月
、
四
三
二
頁
、
横
組
簡
体
字
）
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。

郭
店
楚
簡
の
研
究
書
。
本
書
は
著
者
の
博
士
論
文
で
あ
る
。
竹

簡
の
中
で
も
、
著
者
が
重
要
篇
目
と
し
て
い
る
『
老
子
』
『
太
一
生

水
』
『
五
行
』
『
性
自
命
出
』
『
語
叢
』
各
篇
の
研
究
と
、
郭
店
楚

簡
全
体
を
通
し
て
の
儒
家
思
想
研
究
と
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

全
体
の
論
を
八
章
に
分
け
、
前
半
玉
章
は
一
章
ご
と
に
、
そ
れ

ぞ
れ
『
老
子
』
『
太
一
生
水
』
『
五
行
』
『
性
自
命
出
』
『
語
叢
』
に

つ
い
て
論
じ
る
。
前
半
玉
章
は
、
ま
ず
、
道
家
系
文
献
と
し
て
『
老

子
』
『
太
一
生
水
』
を
扱
う
。
『
老
子
』
か
ら
は
老
子
原
本
の
思
想



と
原
始
儒
家
と
の
関
係
を
考
察
し
、
そ
の
際
に
は
、
馬
王
堆
息
書

『
老
子
』
と
現
行
本
『
老
子
』
と
の
比
較
も
行
っ
て
い
る
。
『
太
一

生
水
』
で
は
、
そ
の
制
作
時
代
と
作
者
の
推
測
、
宇
宙
生
成
論
が

構
築
さ
れ
て
い
く
過
程
を
考
察
し
て
い
る
。
次
に
儒
家
系
文
献
で

あ
る
『
五
行
』
『
性
自
命
出
』
『
語
叢
』
か
ら
、
心
性
の
根
元
と
な

る
天
命
と
天
道
観
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

後
半
三
章
は
郭
店
楚
簡
全
体
の
通
論
。
こ
こ
で
は
、
『
窮
達
以
時
』

『
成
之
聞
之
』
『
尊
徳
義
』
『
六
徳
』
『
唐
虞
之
道
』
な
ど
も
踏
ま

え
た
上
で
、
儒
家
の
「
天
命
与
天
道
」
「
人
性
与
人
心
」
「
治
道
与

倫
理
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
て
い
る
。

重
要
篇
目
に
つ
い
て
詳
細
に
触
れ
て
か
ら
、
竹
簡
全
体
を
通
し

て
の
研
究
に
至
る
。
竹
簡
を
そ
れ
ぞ
れ
道
家
系
文
献
・
儒
家
系
文

献
と
分
け
て
は
い
る
が
、
両
者
と
も
儒
家
思
想
に
関
連
付
け
て
研

究
を
進
め
て
い
る
。
中
で
も
著
者
は
、
「
心
性
」
が
思
想
史
を
考
え

る
上
で
核
心
に
な
る
と
し
、
ま
ず
、
心
性
論
の
根
元
と
す
る
、
天

命
・
天
道
観
を
探
究
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
郭
店
竹
簡
に
お
け

る
儒
家
思
想
を
研
究
す
る
際
に
は
、
目
を
通
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
書
物
と
言
え
よ
う
。

そ
の
他
、
「
附
録
」
に
著
者
の
博
士
学
位
論
文
に
関
す
る
審
査
評

定
の
報
告
と
「
参
考
文
献
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
参
考
文
献
」

は
、
・
作
者
名
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
ま
と
め
て
挙
げ
て
い
る
。

作
者
名
が
分
か
れ
ば
、
簡
易
に
文
献
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る

利
便
性
が
あ
る
。

（
池
田
光
子
）

『
簡
自
巾
五
行
解
詰
』
（
劉
信
芳
著
、
芸
文
印
書
館
、

月
、
四

O
四
頁
、
横
組
繁
体
｛
子
）

二
O
O
O年
十
二

郭
店
楚
簡
『
五
行
』
と
馬
王
堆
吊
書
『
五
行
』
と
の
研
究
書
。

本
書
の
目
的
は
、
『
五
行
』
の
認
識
論
体
系
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
研
究
方
法
と
し
て
、
釈
読
の
問
題
と
、
『
五
行
』
の
中
で
、

著
者
が
重
要
と
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
用
語
に
対
し
て
検
討
を
加
え

て
い
く
。

全
体
の
内
容
に
は
明
確
な
区
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
大
き
く

四
部
に
区
分
で
き
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
便
宜
上

〈
注
釈
〉
〈
図
版
〉
〈
附
録
〉
〈
総
合
研
究
〉
と
す
る
。

〈
注
釈
〉
で
は
、
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
と
馬
王
堆
白
巾
書
の
『
五

行
』
と
を
並
べ
、
注
釈
を
付
し
て
い
る
。
先
に
竹
簡
本
を
挙
げ
、

続
い
て
吊
書
の
経
、
伝
を
載
せ
る
。
章
分
け
（
三
十
三
章
）
と
配

列
と
は
竹
簡
に
従
う
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
自
書
の
元
の
形
が
失

わ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
別
に
白
巾
書
だ
け
の
釈
文
も
〈
附
録
〉
の
箇

所
に
載
せ
て
い
る
。
著
者
の
注
釈
は
降
格
（
各
行
一
字
下
げ
る
こ

と
）
で
、
『
五
行
』
本
文
と
は
区
別
を
つ
け
て
い
る
。
ま
た
、
各
章
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の
末
尾
に
は
、
注
釈
と
は
別
に
、
著
者
に
よ
る
章
の
解
説
を
載
せ

る
0

・
解
説
と
〈
総
合
研
究
〉
の
箇
所
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
論
と

が
重
な
る
際
に
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
明
記
し
て
い
る
。

〈
注
釈
〉
の
ま
と
め
と
し
て
、
「
《
五
行
》
述
略
」
と
題
し
た
論

を
載
せ
る
。
こ
の
論
で
は
、
『
五
行
』
を
内
容
面
か
ら
大
き
く
九
つ

に
分
け
ら
れ
る
こ
と
と
（
一

1
六
章
、
七

1
十
一
章
、
十
二

1
十

三
章
、
十
四

1
十
五
章
、
十
六

1
二
十
章
、
二
十
一

1
二
十
二
章
、

二
十
三

1
二
十
九
章
、
三
十

1
三
十
一
章
、
三
十
二

1
三
十
三
章
）
、

『
五
行
』
の
思
想
成
立
時
期
と
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。

〈
図
版
〉
（
白
黒
写
真
版
）
に
は
『
五
行
』
の
竹
簡
と
自
書
と
を

載
せ
る
。
白
巾
書
は
、
竹
簡
の
配
列
に
合
わ
せ
て
並
べ
た
拡
大
写
真

と
、
章
次
を
変
え
て
い
な
い
六

O
%縮
小
の
原
版
と
の
二
種
類
を

載
せ
る
。
（
附
録
〉
は
、
自
巾
書
『
玉
行
』
と
『
徳
聖
』
と
の
釈
文
、
南
書

と
竹
簡
の
章
次
対
照
表
「
吊
本
行
次
与
簡
本
章
次
対
照
表
」
を
載

せ
る
。
こ
の
表
は
竹
簡
と
白
巾
書
と
の
章
次
の
差
異
が
一
目
で
分
か

る
表
で
あ
る
。

〈
総
合
研
究
〉
で
は
、
『
五
行
』
の
思
想
研
究
と
文
字
に
関
す
る

研
究
と
を
九
篇
載
せ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
『
六
徳
』
の
第
三

0
1

三
三
簡
に
つ
い
て
の
注
釈
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
、
著

者
が
『
五
行
』
に
お
け
る
「
義
」
に
関
連
す
る
重
要
な
箇
所
と
指

摘
し
た
上
で
特
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

本
書
の
特
徴
は
、
や
は
り
竹
簡
と
白
巾
書
の
『
五
行
』
本
文
を
並

行
し
て
自
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
読
み
手
の
こ
と
を

考
慮
し
、
対
照
表
と
竹
簡
・
吊
書
の
写
真
と
を
記
載
し
て
い
る
の

も
特
徴
で
あ
る
。
釈
読
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
五
行
』

研
究
の
際
に
は
目
を
通
す
べ
き
書
で
あ
る
。
ま
た
、
郭
店
楚
簡
・

馬
王
堆
吊
書
の
思
想
面
だ
け
で
な
く
、
竹
簡
や
鳥
書
に
お
け
る
文

字
研
究
の
際
に
も
参
考
と
す
べ
き
書
で
あ
る
。

（
池
田
光
子
）

『
出
土
簡
串
叢
考
』
（
新
出
筒
鳥
研
究
叢
書
第
二
輯
、
李
学
勤
主
編
、

彦
名
春
著
、
湖
北
教
育
出
版
社
、
二

O
O
四
年
二
月
、
二
七
四
頁
、
横

組
簡
体
字
）
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近
年
出
土
し
た
竹
簡
・
吊
書
に
つ
い
て
の
研
究
書
。
上
博
楚
簡

と
郭
店
楚
簡
と
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
著
者
が
雑
誌
等

に
発
表
し
た
研
究
が
大
半
を
占
め
る
。
一
部
、
そ
の
論
文
に
対
し

て
の
補
足
や
更
に
論
を
発
展
さ
せ
た
研
究
も
含
ん
で
い
る
。

全
体
を
十
八
章
に
分
け
、
第
一

i
六
章
を
第
一
編
「
上
博
簡
初

探
」
、
第
七

1
十
三
章
を
第
二
編
「
郭
店
簡
絹
議
」
、
第
十
四

1
十

八
章
を
第
三
編
「
其
他
簡
白
巾
発
微
」
と
す
る
。
前
述
の
通
り
、
既



発
表
論
文
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
（
管
見
の
限
り
、

十
二
章
）
、
章
同
士
の
内
容
は
接
続
し
て
い
な
い
。

第
一
編
で
は
、
上
博
楚
簡
の
中
で
も
『
孔
子
詩
論
』
を
中
心
に

論
じ
る
が
、
第
六
章
だ
け
は
『
魯
邦
大
早
』
を
対
象
に
し
て
い
る
。

『
孔
子
詩
論
』
に
関
し
て
は
、
簡
の
篇
次
に
つ
い
て
著
者
な
り
の

案
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
そ
の
配
列
で
の
釈
文
考
釈
を
挙
げ
、
『
孔
子

詩
論
』
に
見
ら
れ
る
思
想
的
研
究
に
も
踏
み
込
ん
だ
章
が
二
章
た

て
ら
れ
て
い
る
。

第
二
編
で
は
、
郭
店
楚
簡
の
内
、
篇
名
を
挙
げ
て
論
じ
て
い
る

の
が
『
太
一
生
水
』
、
『
五
行
』
、
『
老
子
』
で
あ
る
。
論
の
中
心
は
、

郭
店
竹
簡
に
見
ら
れ
る
文
字
の
釈
読
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。

第
十
三
章
で
は
郭
店
楚
簡
と
馬
王
堆
島
書
か
ら
『
尚
書
』
の
中
で

も
晩
書
と
さ
れ
る
二
五
編
に
つ
い
て
の
真
偽
を
論
じ
て
い
る
。

第
三
編
は
、
馬
王
堆
南
書
・
銀
雀
山
漢
簡
・
張
家
山
漢
簡
か
ら

伝
世
文
献
ま
で
の
広
い
範
囲
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
五
章
中

三
章
分
が
馬
王
堆
自
巾
書
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
、
他
二
章
の
内
一

章
は
本
書
執
筆
時
点
ま
で
の
出
土
竹
簡
を
基
に
『
荘
子
』
盗
匝
篇

に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、
残
り
一
章
は
偽
作
が
多
い
と
さ
れ
る

戦
国
時
代
の
宋
玉
の
作
品
の
真
偽
を
銀
雀
山
漢
簡
を
基
に
考
察
し

て
い
る
。

本
書
の
特
徴
は
、
著
者
が
発
表
し
た
出
土
資
料
関
係
の
論
文
を

一
覧
で
き
る
点
に
あ
る
。
ま
た
、
「
前
言
」
に
お
い
て
、
著
者
自
身

十
八
章
中

が
編
と
章
の
解
説
を
数
行
で
述
べ
て
お
り
、
簡
易
に
論
の
内
容
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
研
究
内
容
は
、
文
字
の
釈
読
が
中
心
で
あ

り
、
思
想
研
究
だ
け
で
な
く
、
古
代
文
字
を
解
釈
す
る
際
に
も
参

考
と
す
べ
き
書
で
あ
る
。

（
池
田
光
子
）

( 55 ) 


